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令
和
三
年
度 

通
常
総
会 

 
 

結
果
報
告 

 
 

五
月
二
十
日
（
木
）
に
、
令
和
三
年
度
通

常
総
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
為
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

１ 

開
会 

㈠ 

議
長
選
出 

議
長
に
は
理
事
長
加
藤
昌
之
を
選
任
し
た
。 

㈡ 

議
事
録
作
成
人
、
署
名
人
選
出 

議
事
録
作
成
人
に
は
専
務
理
事
野
田
展
葛

を
、
議
事
録
署
名
人
に
は
副
理
事
長
野
口
和

樹
及
び
専
務
理
事
野
田
展
葛
を
選
任
し
た
。 

㈢ 

通
常
総
会
成
立
確
認 

正
会
員
数 

九
七 

名
、
出
席
者 

六
八
名
（
出

席
者 

三
名
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
表
決
者 

三
三 

名
・
委
任
者 

三
二 

名
）
で
成
立
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
出
席
者
は
、
加
藤
昌

之
、
野
口
和
樹
、
野
田
展
葛
の 

三 

名
で
あ

る
。 

２ 

審
議
事
項 

第
一
号
議
案 

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告  

第
二
号
議
案 

令
和
二
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
活
動
予
算
（
案
） 

第
三
号
議
案 

役
員
の
選
任
（
案
） 

役
員

の
選
任
（
案
） 

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
理
事
候
補
者
（
十
三
名
） 

春
田
正
洋
、 

原
眞
佐
実
、
小
笠
原
文
恵
、
松
井
明
子
、 

加
藤
昌
之
、
野
田
展
葛
、
野
口
和
樹
、
家 

田
大 

輔
、
澤
村
喜
久
夫
、
鈴
木
祥
司
、 

水
野
志
保
、
山
田
美
紀
子
、
山
口
ゆ
ず
み 

②
監
事
候
補
者
（
二 

名
） 

若
杉
和
秋
、 

村
上
雅
郁 

３ 

結
果 

 
 

理
事
長
に
表
決
を
委
任
さ
れ
た
三
二 

名
分
に
つ
い
て
、
理
事
長
か
ら
、
第
一
号 

議
案
、
第
二
号
議
案
及
び
第
三
号
議
案
と 

も
賛
成
す
る
旨
意
思
表
示
が
あ
っ
た
。  

野
口
和
樹
、
野
田
展
葛
か
ら
、
第
一
号
議 

案
、
第
二
号
議
案
及
び
第
三
号
議
案
と
も 

賛
成
す
る
旨
意
思
表
示 

が
あ
っ
た
。 

 
 

結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
、
第
一
号
議 

案
、
第
二
号
議
案
及
び
第
三
号
議
案
と
も 

可
決
さ
れ
た
。 

 

         

『
事
務
局
だ
よ
り
』 

 

確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
納
付 

 

五
月
二
七
日(

木)

、
令
和
二
年
度
の
確
定

申
告
と
市
県
民
税
の
納
付
を
行
い
ま
し
た
。 

税
額
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

 

所
得
税 

四
七
、
○
○
○
円 

 

市
民
税 

五
二
、
五
○
○
円 

 

県
民
税 

三
四
、
九
○
○
円 

 

第
一
回
事
務
局
会
議
開
催 

六
月
二
八
日
（
月
）
一
八
時
～
一
九
時
に
、

第
一
回
事
務
局
会
議
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
為
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

加
藤
昌 

之
、
野
口
和
樹
、
原
眞
佐
実
、
澤
村
喜
久 

夫
、
鈴
木
祥
司
、
山
田
美
紀
子
、
小
川
志 

保
、
松
井
明
子
、
蒲
珠
妙
、
山
口
ゆ
ず
み
、 

春
日
井
哲
也 

司
会
：
野
口
和
樹 

 

 第
二
回
事
務
局
会
議
開
催 

七
月
二
六
日
（
月
）
一
八
時
～
一
九
時
に
、

第
二
回
事
務
局
会
議
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
為
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

加
藤
昌 

之
、
野
口
和
樹
、
原
眞
佐
実
、
澤
村
喜
久 

夫
、
鈴
木
祥
司
、
山
田
浩
喜
、
山
田
美
紀 

子
、
小
川
志
保
、
松
井
明
子
、
蒲
珠
妙
、 

山
口
ゆ
ず
み
、
春
日
井
哲
也 

司
会
：
松
井
明
子 

 

  

『
会
員
紹
介
』 

加
藤 

昌
之/

か
と
う 

ま
さ
ゆ
き 

理
事
長 

      

☆
趣
味
；
ゴ
ル
フ
（
世
間
並
み
の
読
書
と
建

築
探
訪
は
職
業
？
） 

☆
日
課
；
散
歩
・
ラ
ジ
オ
体
操
と
草
取
り 

六
五
歳
以
上
枠
で
早
々
に
ワ
ク
チ
ン
は

完
了
し
ま
し
た
。（
無
敵
で
す
？
）
し
か
し
、

い
ろ
ん
な
建
築
見
学
に
行
け
な
い
の
が
残

念
で
す
。
子
供
の
頃
か
ら
建
築
が
好
き
で
、

大
学
で
は
建
築
史
を
学
ぼ
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
教
授
か
ら
設
計
の
道
を
勧
め
ら
れ

（
歴
史
じ
ゃ
食
え
な
い
よ
！
）
現
在
は
設
計

事
務
所
を
営
ん
で
い
ま
す
。 

若
い
時
は
私
の
世
代
だ
と
３
大
巨
匠
（
コ

ル
ビ
ジ
ェ
・
ラ
イ
ト
・
ミ
ー
ス
）
に
学
び
、

丹
下
健
三
、
村
野
藤
吾
、
槇
文
彦
の
建
築
を

探
し
て
見
に
行
き
ま
し
た
。
修
行
時
代
は
黒

川
紀
章
、
安
藤
忠
雄
、
磯
崎
新
な
ど
は
よ
く

見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
の
合
間
に
そ
の

地
域
の
歴
史
的
な
建
造
物
や
街
並
み
を
見

に
い
く
う
ち
に
、
本
心
は
こ
ち
ら
が
や
は
り

好
き
だ
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

原
点
は
谷
口
吉
郎
の
藤
村
記
念
館
の
あ

る
馬
籠
宿
・
妻
籠
宿
で
す
。
巨
匠
の
建
築
は

影
響
力
は
計
り
知
れ
な
い
が
、
名
も
な
い
建

築
群
の
中
に
人
間
の
営
み
が
造
形
と
な
り

美
し
く
自
然
と
調
和
し
な
が
ら
た
た
ず
む
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景
観
と
、
そ
れ
ら
の
建
物
に
受
け
継
が
れ
る

職
人
技
術
の
粋
を
探
る
楽
し
み
は
私
に
と

っ
て
の
大
切
な
価
値
観
で
す
。 

 野
口 

和
樹/
の
ぐ
ち 

か
ず
き 

副
理
事
長 

 

      

   「
一
〇
年
の
光
陰
、
矢
の
如
し
」 

平
成
二
三
年
度
に
「
な
ご
や
歴
ま
ち
び
と
」

養
成
講
座
を
受
講
修
了
し
、
翌
二
四
年
度
よ

り
草
創
期
の
「
な
ご
や
歴
ま
ち
び
と
」
と
し

て
、
歴
史
的
に
価
値
あ
る
建
造
物
の
保
存
活

用
に
着
手
し
始
め
て
今
年
で
も
う
一
〇
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
す
ね
！ 

こ
の
間
に
中
区
橘
町
界
隈
や
緑
区
有
松

な
ど
の
物
件
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
保
存
し
な
が
ら
更
に
有
効
に
活
用

す
る
事
の
面
白
さ
や
難
し
さ
等
を
色
々
と

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
次
に
う
ま
く
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
ね
。
あ
と
私
事
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
一

〇
年
前
に
一
人
息
子
が
名
古
屋
を
離
れ
て

一
人
暮
ら
し
を
始
め
、
大
学
入
学
卒
業
・
就

職
と
経
て
一
〇
年
目
の
今
年
七
月
に
、
以
前

か
ら
交
際
中
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に

共
同
生
活
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も

今
思
い
起
こ
せ
ば
早
い
も
の
だ
と
思
う
次

第
。
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
で
式
や
披
露
な
ど
は

行
わ
ず
、
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
入
籍
の
様

子
で
す
。
親
と
し
て
は
全
然
実
感
が
無
い
の

は
さ
み
し
い
で
す
が
、
本
人
た
ち
はLove

・

L
o
v
e

で
し
ょ
う
か
ら
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。 

冒
頭
写
真
は
、
私
が
今
気
に
入
て
い
る
庭
園

で
す
。
庭
園
の
手
前
側
に
あ
る
お
寺
の
書
院

か
ら
の
眺
め
で
す
。 

松
井 

明
子/

ま
つ
い 

け
い
こ 

事
務
局
長 

          

名
古
屋
市
を
退
職
し
、
今
は
主
婦
業
と
娘

(

教
員
、
歯
科
医
師)

＋
孫
三
人(

四
、
二
、

一
歳)

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。 

 

市
在
職
中
は
、
文
化
の
み
ち
二
葉
館
、
橦

木
館
、
揚
輝
荘
を
担
当
し
、
始
め
は
全
く
手

探
り
で
し
た
が
、
歴
史
的
建
造
物
保
存
活
用

の
面
白
さ
や
難
し
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
熱
田
区
役
所
で
は
宮
宿
会
な
ど
地
元
の

方
々
と
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
一
緒

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
歴
ま
ち
び
と
に
な
っ

て
か
ら
不
動
産
知
識
も
必
要
と
思
い
、
ボ
ケ

防
止
も
兼
ね
宅
建
資
格
を
取
り
ま
し
た(

ま

だ
、
取
っ
た
だ
け
で
す
が
、、)

。 

 

揚
輝
荘
で
「
庭
屋
一
如
」
と
い
う
言
葉
を

知
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
日
本
庭
園
の
講
座

に
通
い
、
今
は
古
い
建
物
め
ぐ
り
、
京
都
な

ど
の
庭
園
め
ぐ
り
、
歴
史
あ
る
ま
ち
を
ぶ
ら

ぶ
ら
す
る
の
が
好
き
で
す
。(Goto

で
雲
仙

観
光
ホ
テ
ル
に
行
き
ま
し
た
！) 

 

歴
ま
ち
の
会
で
は
、
皆
で
議
論
し
つ
つ
、

名
古
屋
の
歴
史
的
建
造
物
を
守
っ
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

山
田 

美
紀
子
／
や
ま
だ 

み
き
こ 

理
事 

事
務
局
員
（
総
務
＆
広
報SNS

担
当
） 

          ☆
好
き
な
場
所
：
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
復
活

教
会
（
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
） 

☆
マ
イ
ブ
ー
ム
：
英
語
で
三
行
日
記
を
書
く

こ
と こ

ん
に
ち
は
！
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う

に
お
会
い
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
様

と
の
こ
こ
ろ
の
距
離
を
少
し
で
も
縮
め
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
い
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。 

私
は
こ
こ
一
〇
年
、
建
築
家
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
ハ
マ
っ
て
い

ま
す
。
彼
が
手
掛
け
た
建
物
は
“
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
建
築
”
と
呼
ば
れ
、
全
国
各
地
で
愛
さ
れ

続
け
て
い
ま
す
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
と
の
出

会
い
は
今
か
ら
一
七
年
前…

結
婚
を
機
に

名
古
屋
へ
転
居
し
、
近
所
の
散
策
で
赤
い
屋

根
の
か
わ
い
い
建
物
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
頃
に
描
い
て
い
た
お
家
み
た

い
！
」
私
が
幼
少
期
に
描
い
て
い
た
絵
の
定

番
は
、
太
陽
と
赤
い
屋
根
の
お
家
と
ロ
ボ
コ

ン
で
す
。
ひ
と
め
見
て
気
に
な
る
存
在
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
復

活
教
会
で
す
。
こ
の
教
会
の
設
計
が
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
建
築
事
務
所
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
が
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の

か
興
味
を
持
ち
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

復
活
教
会
は
私
の
歴
ま
ち
活
動
の
原
点
で

あ
り
、
数
多
く
の
出
会
い
へ
と
導
い
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
様
と
の
心
強
い
繋
が
り
も
然
り

で
す
。
感
謝
！
！ 

 ★
名
古
屋
歴
史
的
建
造
物 

モ
チ
ー
フ
ピ
ン
バ
ッ
チ 

新
た
に
２
種
類
の
ピ
ン
バ
ッ
チ
が
、
増
え

ま
し
た
！ 

        

青岸寺庭園 （滋賀県米原市）： 

国指定名勝（重要文化財相当の庭園） 

普段は枯山水庭園ですが、雨が多く降ると 

池泉庭園へと変身する二面性を併せ持つ 

全国でも珍しい庭園 

この夏、笠富士を見ました！ 

（撮影：山田美紀子） 

 

雲仙観光ホテル 

（撮影：松井明子） 

 


